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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月6日(2008.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　放射線治療システムであって、
　対象物のまわりを移動し且つ上記対象物に向かって放射線ビームを差し向ける放射線源
と、
　コーンビームコンピュータ断層撮像システムであって、上記対象物のまわりを移動し且
つコーンビーム形態のＸ線ビームを上記対象物のまわりの多数の位置から上記対象物に向
けて放射するＸ線源と、上記Ｘ線ビームの少なくとも一部分が上記対象物を透過した後こ
のＸ線を受けるように位置決めされ、複数の二次元投影画像に基づいて上記対象物に関す
る三次元情報を含む画像を提供する平坦パネル画像器と、を備えた上記コーンビームコン
ピュータ断層撮像システムと、
　を有し、上記放射線治療システムは、上記放射線源と上記対象物との相対位置をリアル
タイムで調整することによって上記三次元情報に基づく上記対象物を透過する上記放射線
の経路を制御する上記ことを特徴とする放射線治療システム。
　　【請求項２】　さらに、上記放射線源が上記放射線ビームを上記対象物に差し向けて
いる間に上記対象物が配置される支持テーブルを有する請求項１記載の放射線治療システ
ム。
　　【請求項３】　上記支持テーブルは、上記放射線の経路を調整するように三次元情報
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に基づいて移動する請求項２記載の放射線治療システム。
　　【請求項４】　上記Ｘ線源が、ｋＶ－Ｘ線源を備えている請求項１記載の放射線治療
システム。
　　【請求項５】　上記平坦パネル画像器は、アモルファスシリコン平坦パネル画像器で
ある請求項１記載の放射線治療システム。
　　【請求項６】　上記対象物からの三次元情報は、上記対象物のまわりのＸ線ビームの
一回転に基づいている請求項１記載の放射線治療システム。
　　【請求項７】　放射線治療システムであって、
　処置すべき対象物を位置決めする支持テーブルと、
　上記支持テーブルに対して可動に取り付けられ、上記放射線ビームを上記対象物に差し
向ける放射線源と、
　コーンビームコンピュータ断層撮像システムであって、コーンビーム形態のＸ線を上記
対象物に向けて放射し、上記支持テーブルに対して回転可能に取り付けられるＸ線源と、
上記支持テーブルに対して回転可能に取り付けられ且つ上記Ｘ線源から放射されたＸ線ビ
ームを受けるように位置決めされ、上記対象物を透過して受けたＸ線ビームに基づいて対
象物の二次元投影画像を捕捉する平坦パネル画像器と、を備えた上記コーンビームコンピ
ュータ断層撮像システムと、
　上記平坦パネル画像器によって捕捉された上記対象物の複数の二次元投影画像に基づい
て上記対象物に関する三次元情報を生成するコンピュータと、
　を有し、上記放射線治療システムは、上記三次元情報に応答してリアルタイムで上記放
射線源と上記対象物との相対位置を調整することにより、上記対象物を透過する放射線ビ
ームの経路を制御し、上記対象物は上記放射線ビームに対して正確に位置決めされること
を特徴とする放射線治療システム。
　　【請求項８】　上記Ｘ線源が、ｋＶ－Ｘ線源を備えている請求項７記載の放射線治療
システム。
　　【請求項９】　上記平坦パネル画像器は、アモルファスシリコン平坦パネル画像器で
ある請求項７記載の放射線治療システム。
　　【請求項１０】　上記対象物に関する三次元情報は、上記対象物のまわりのＸ線ビー
ムの１回転に基づいている請求項１記載の放射線治療システム。
　　【請求項１１】　さらに、上記支持テーブルの移動を調整することによって上記放射
線ビームの経路を制御するコントローラを有する請求項７記載の放射線治療システム。
　　【請求項１２】　上記放射線ビームの経路は自動制御される請求項７記載の放射線治
療システム。
　　【請求項１３】　放射線で対象物を処置する方法であって、
　上記対象物を支持テーブルに位置決めする工程と、
　コーンビーム形態の複数のＸ線ビームを異なる角度から上記対象物に透過させる工程と
、上記対象物を透過した複数のＸ線ビームの部分を検出する平坦パネル画像器を用いて上
記対象物を透過した複数のＸ線ビームのそれぞれに基づく対象物の二次元投影画像を生成
する工程と、上記対象物に関する三次元情報を含む画像を生成する工程によって上記対象
物に関する三次元情報を生成する工程と、
　上記三次元情報が生成されると、上記三次元情報に基づいて上記放射線ビームと上記対
象物との相対位置を調整することによりリアルタイムで上記対象物を透過する放射線ビー
ムの経路を制御する工程と、
　を有することを特徴とする方法。
　　【請求項１４】　上記対象物を透過する放射線ビームの経路は、上記支持テーブルを
移動することにより制御される請求項１３記載の方法。
　　【請求項１５】　上記Ｘ線ビームは、約１００ｋＶのエネルギを有する請求項１３に
記載の方法。
　　【請求項１６】　放射線で対象物を処置する方法であって、
　上記対象物を支持テーブルに位置決めする工程と、
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　コーンビーム形態の複数のＸ線ビームを異なる角度から上記対象物に透過させる工程と
、上記対象物を透過した複数のＸ線ビームの部分を検出する平坦パネル画像器を用いて上
記対象物を透過した複数のＸ線ビームのそれぞれに基づく対象物の二次元投影画像を捕捉
する工程と、上記捕捉された二次元投影画像と上記平坦パネル画像器によって捕捉された
他の二次元投影画像に基づいて上記対象物に関する三次元情報を含む画像を生成する工程
によって上記対象物に関する三次元情報を生成する工程と、
　上記三次元情報が生成されると、上記三次元情報に基づいてリアルタイムで放射線治療
プランを修正する工程と、
　を有することを特徴とする方法。
　　【請求項１７】　上記複数のＸ線ビームのそれぞれは、約１００ｋＶのエネルギを有
する請求項１６に記載の方法。
　　【請求項１８】　上記対象物に関する上記三次元情報は、上記対象物のまわりのＸ線
源の一回転に基づいている請求項１６記載の方法。
　　【請求項１９】　画像システムであって、
　対象物に向かってＸ線を照射するＸ線源と、
　上記照射されたＸ線に基づいて上記対象物からＸ線を受け、上記対象物の画像を形成す
る画像器と、
　上記画像器を支持構造体に支持する画像器支持システムであって、上記画像器に取付け
られた一端と上記支持構造体に取付けられた他端とを有する第１アームと、上記画像器に
取付けられた一端と上記支持構造体に取付けられた他端とを有する第２アームとを備えた
画像器支持システムと、
　を備えていることを特徴とする画像システム。
　　【請求項２０】　上記画像器支持システムが、上記画像器に取付けられた一端と上記
支持構造体に取付けられた他端とを有する第３アームを更に備えている請求項１９記載の
画像システム。
　　【請求項２１】　上記第３アームが、上記第１および第２アームの一端が接合してい
るラインセグメントを二等分する平面内にある請求項２０記載の画像システム。
　　【請求項２２】　上記画像器を、この画像器が上記平面に対して対称に位置決めされ
ている位置から、この画像器が上記平面に対して非対称に位置決めされている位置に動か
す、モータシステムを備えている請求項２１記載の画像システム。
　　【請求項２３】　上記支持構造体が、ガントリの回転ドラムを備えている請求項１９
記載の画像システム。
　　【請求項２４】　上記Ｘ線源が、上記回転ドラムに取付けられている請求項２３記載
の画像システム。
　　【請求項２５】　上記画像器が、アモルファスシリコン平坦パネル画像器を備えてい
る請求項１９記載の画像システム。
　　【請求項２６】　現存の放射線治療システムに対する補助画像システムを追加する方
法であって、
　支持構造対象物に支持された放射線源を備えた現存の放射線治療システムを準備する工
程と、
　上記構造体に上記放射線源を直接的に向けていない画像器を取付ける工程と、を備えて
いることを特徴とする方法。
　　【請求項２７】　上記取付け工程が、
　上記画像器を画像器支持システムに取付ける工程と、
　上記支持構造体に開口を形成する工程と、
　上記画像器支持システムに形成された開口と上記支持構造体に形成された開口に雄部材
を挿入する工程と、
　上記挿入された雄部材を、上記支持構造体と上記画像器支持システムに取付ける工程と
、を備えている請求項２６記載の方法。
　　【請求項２８】　上記支持構造体が、回転ドラムを備えている請求項２６記載の方法
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。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
　図１７（b）及び図１８に示すように、アーム４１２の端部は、ラインセグメント４１
９の直角二等分線である線に沿って配置されており、また、約３０cmの距離Dによって、
ラインセグメント４１９に沿って計測するとき、取り付け部４１４の間の中間点から半径
方向に離間している。
　図１７（b）及び図１８に示すように、アーム４１０、４１２及び４１５の他端は、プ
レート４３４の後ろ側縁部４２９から約２０cm、かつ、プレート４２４の左及び右縁部の
間の略中間に位置するように、プレート４２４に取付けられている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　Ｘ線管４０２は、また、平坦パネル画像装置４０４の反対側に位置するように、既存の
独立型治療装置を改造することができることに留意すべきである。図１７（a）－（e）に
示すように、X線管４０２は、一対の前面及び背面４４２、４４４及び一対の側面４４６
で構成された管支持部４４０に取付けられている。マルチリーフコリメーター（multi-le
af collimator）４４８は、管支持部４４０の内部に支持されている。正面及び背面４４
２及び４４４はそれぞれ、互いに整列し、かつ、ドラム４０８にボルト止めされたベアリ
ングハウジング４５６に取付けられた３つの円筒状支持アーム４５４を受入れる３つの孔
４５０、４５２を含む。管支持部４４０及びX線管４０２は、支持アーム４５４に沿って
摺動可能である。ケーブル支持部は、管支持部４４０及びベアリングハウジング４５６と
の間に架橋されており、また、X線管４０２を操作するのに必要な配線を含むことに留意
すべきである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
　コーンビームコンピュータ断層撮影画像の捕捉は、複数の二次元画像の捕捉を伴い、こ
れらの複数の二次元画像において、各々の画像は好ましくは、患者４４１に対するＸ線ビ
ーム４０７および平坦パネル画像器４０４の異なる向きに対応し、例えば、Ｘ線管４０２
および平坦パネル画像器４０４は、図２３（ｄ）に示された患者を中心とした円形または
非円形経路を横断する。コーンビームコンピュータ断層撮影画像は好ましくは、治療位置
において、かつ治療供給直前における治療台上の患者について捕捉されることに留意され
たい。このような好ましいプロセスは、プロセス中に患者が治療台上にいるときからの１
）「オンライン」と、治療供給の時に画像が実質的に捕捉されるときからの２）「リアル
タイム」がある。コーンビームコンピュータ断層撮影画像の捕捉の好ましい方法に伴う処
理が図２４に示されており、概念的に種々のオフラインおよびオンライン処理および、二
次元画像の捕捉および三次元画像の再構築のための機構に分割される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０２】
　病巣位置探知誤差のオンラインプラン選択およびオンライン補正の好ましい実施形態で
は、目標量／病巣４４４、および、この病巣とプラニング画像における骨の構造との関係
は事前実施事項として使用され、条件付プランセットは放射線治療システムに転送されて
、オンライン処置手順の前に配給可能性を検証する。オンライン治療プロセスでは、患者
４４１は治療台４４３上で治療位置に配置され、コーンビームコンピュータ断層撮像画像
が上述のように取得される。目標量／病巣４４４および又はその周囲の構造は、コーンビ
ームコンピュータ断層撮像データの形式で識別され、それにより、プラニング画像におけ
る位置と配向に関する目標量／病巣４４４の並進および／または回転を識別する。上述の
ように、並進はコンピュータ制御された治療台４４３の並進により補正することができ、
回転は条件付プランセットから適切なプランを選択することにより補正することができる
。プラニング画像に関するコーンビームコンピュータ断層撮像画像で観察される病巣４４
４の並進は治療台４４３上の患者のY方向および／またはZ方向への並進により、かつ／ま
たは、X軸を中心とした回転により、補正される。病巣４４４の配向（すなわち、Y軸およ
び／またはZ軸を中心とした回転）は、病巣４４４の測定された回転に最も緊密に対応す
る修正されたRTTPを先に計算した条件付プランセットから選択することにより、補正され
る。一方で、患者４４１の放射線監視処理を利用して、患者４４１の期分内モーションを
チェックすることもできる。更に、治療処置手順の直前、その最中、または、その直後に
得られるコーンビームコンピュータ断層撮像画像は、治療配給の最中に患者の解剖学的構
造の位置を正確に表示するために得ることができるが、その位置は、オフライン再調査、
評価、および、その後の治療期間の修正のために記憶させることができる。配給システム
に処方箋を転送した後で、患者のセットアップおよびコーンビームコンピュータ断層撮像
画像から決定された治療プランに従って、治療プランが実行される。要するに、コーンビ
ームコンピュータ断層撮像画像を使用することによって、放射線源によって放射された放
射線ビームの経路と患者との相対位置をほぼリアルタイムに調整することができる。
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